
「ディスクロージャー誌 2019(資料編)」の正誤表 

 

「ディスクロージャー誌」の一部に誤りがございましたので、お詫びいたしますとともに、以下のと

おり訂正させていただきます。 

 

【訂正箇所】 

訂正箇所は 下線 を付して表示しております。     

 

バーゼルⅢ 第３の柱に係る開示（定量的情報）（連結） 

○連結に係る定量的な開示事項 

９．金利リスクに関する事項（第 12 条第 4 項第 10 号）           （資料編 87 頁に掲載） 

 

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訂正後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ロ ハ ニ

当期末 前期末 当期末 前期末

1 上方パラレルシフト 3,445

2 下方パラレルシフト 8,479

3 スティープ化 1,011

4 フラット化

5 短期金利上昇

6 短期金利低下

7 最大値 8,479

8 自己資本の額
※連結子会社を対象とした金利リスクについては、連結子会社の総資産の総合計を親銀行の金利感応性のある資産、負債、オフバランスと

　 比較した場合、残高が5％未満であることから重要性に乏しいため、計測しておりません。

ホ ヘ

当期末 前期末

IRRBB1：金利リスク                                                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [単位：百万円]

項番 ΔEVE ΔNII

148,401

イ ロ ハ ニ

当期末 前期末 当期末 前期末

1 上方パラレルシフト 3,445

2 下方パラレルシフト 4,495

3 スティープ化 1,485

4 フラット化

5 短期金利上昇

6 短期金利低下

7 最大値 4,495

8 自己資本の額
※連結子会社を対象とした金利リスクについては、連結子会社の総資産の総合計を親銀行の金利感応性のある資産、負債、オフバランスと

　 比較した場合、残高が5％未満であることから重要性に乏しいため、計測しておりません。

IRRBB1：金利リスク                                                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [単位：百万円]

項番 ΔEVE ΔNII

ホ ヘ

当期末 前期末

148,401



バーゼルⅢ 第３の柱に係る開示（定量的情報）（単体） 

○単体に係る定量的な開示事項 

８．金利リスクに関する事項（第 10 条第 4 項第 9 号）              （資料編 95 頁に掲載） 

 

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訂正後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ロ ハ ニ

当期末 前期末 当期末 前期末

1 上方パラレルシフト 3,445

2 下方パラレルシフト 8,479

3 スティープ化 1,011

4 フラット化

5 短期金利上昇

6 短期金利低下

7 最大値 8,479

8 自己資本の額

IRRBB1：金利リスク                                                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [単位：百万円]

項番 ΔEVE ΔNII

ホ ヘ

当期末 前期末

136,985

イ ロ ハ ニ

当期末 前期末 当期末 前期末

1 上方パラレルシフト 3,445

2 下方パラレルシフト 4,495

3 スティープ化 1,485

4 フラット化

5 短期金利上昇

6 短期金利低下

7 最大値 4,495

8 自己資本の額

IRRBB1：金利リスク                                                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [単位：百万円]

項番 ΔEVE ΔNII

ホ ヘ

当期末 前期末

136,985


